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School

魅力いっぱい！私の学校魅力いっぱい！私の学校

V　Ｏ　Ｉ　Ｃ　Ｅ

高
城
西
中
学
校

創
立
64
年　
　

校
訓　
「
自
主　

敬
愛　

錬
磨
」

　 小 規 模 校 の 特 長 を 最 大 限 に 生 か し、 生 徒 は「 高 城 西
C
チ ャ

ha･C
チ ャ

ha･C
チ ャ

ha 」を合い言葉に、さまざまな機会をチャンス（好機）
ととらえ、チャレンジ（挑戦）し、新たな自分にチェンジ（変容）し
ていこうと、学習や行事に精一杯取り組んでいます。保護者・地
域の皆さまの温かいご支援をいただきながら、明るく元気な学校
づくりを目指しています。

高城西中学校

文化祭で合唱を行う全校生徒

工芸教室で竹細工・わら細工を体験 体力つくりコンテストでの受賞の様子小中合同学習の様子

　

本
校
は
、
川
内
地
域
の
西
北
端

に
位
置
し
、
四
季
折
々
の
景
観
を

見
せ
る
山
々
や
東
シ
ナ
海
に
面
し

た
海
岸
な
ど
、
風
光
明
美
で
豊
か

な
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

17
人
の
全
校
生
徒
は
、
極
め
て

純
朴
で
、「
自
主　

敬
愛　

錬
磨
」

の
校
訓
の
下
、
学
年
を
越
え
た
強

い
縦
の
つ
な
が
り
に
よ
り
、
学

習
・
運
動
面
で
大
き
な
成
果
を
見

せ
、
今
年
度
毎
日
カ
ッ
プ
中
学
校

体
力
つ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
良

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

職
員
は
、｢

自
ら
意
欲
的
に
学

び
、
広
い
視
野
と
思
い
や
り
の
心

を
持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
頑
張
り
ぬ
く
生

徒
を
育
成
す
る｣

を
学
校
教
育
目

標
に
、
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る

き
め
細
や
か
な
教
育
実
践
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

【
小
中
一
貫
教
育
の
充
実
】  

　

湯
田
小
、
西
方
小
と
の
３
校
で

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
、
年
間

１
０
０
時
間
余
り
の
授
業
交
流
、

小
中
合
同
学
習
・
交
流
活
動
、
体

育
大
会
や
文
化
祭
で
の
交
流
な
ど

に
よ
り
、
確
か
な
学
力
、
豊
か
な

心
、
健
や
か
な
体
つ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に
は
、
小

中
一
貫
教
育
実
践
発
表
会
を
開
催

し
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
の
一
端
を

発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
地
域
に
支
え
ら
れ
て
】

　

地
域
の
誇
り
と
し
て
信
頼
さ
れ

る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

① 

地
域
の
職
人
を
招
い
て｢

工
芸

教
室｣

を
開
き
、
竹
細
工
や
わ

ら
細
工
の
体
験
を
行
い
、
伝
統

文
化
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

② 

地
域
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、

昔
の
様
子
や
生
活
の
状
況
な
ど

を
取
材
し
な
が
ら
、
自
ら
の
生

活
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の

生
き
方
を
考
え
て
い
く「
お
元

気
訪
問
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

③ 

伝
統
あ
る
高
校
生
ク
ラ
ブ
、
町

お
こ
し
集
団
の
郷
友
会
・
西
友

会
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会

な
ど
に
支
え
ら
れ
、
体
育
大
会
、

愛
校
作
業
、
資
源
回
収
な
ど
を

行
い
、
皆
で
母
校
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。

人
と
自
然
が
織
り
な
す
高
城
西
の
教
育

柏
かしわはら

原浩
こういち

一 校長
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川内

東郷

樋脇 入来

里
上甑

鹿島

下甑 祁答院高城西中

Librar y

行こうよ！図書館へ

中央図書館　 （22）3542
樋脇分館　　 （38）0009
入来分館　　 （44）3111
東郷分館　　 （42）0053
祁答院分館　 （21）8755
里分館　　　 （3）2958
上甑分館　　 （2）0001
下甑分館　　 （7）0311
鹿島分館　　 （4）2211

−�問合先�−

温泉に入った後に
読書はいかが？

�平成 22 年度　おはなしひろばのご案内
幼児・小学生とその保護者を対象に、絵本の読み聞
かせなどを行っています。ぜひ、お越しください。

図書館名 曜　　　日 時　間
中央図書館

（会場は中央公民館）
毎月第２・４水曜日 14:30 ～ 15:00

樋脇分館 毎月第４金曜日 10:00 ～ 11:00
入来分館 毎月第３土曜日 10:30 ～ 11:00
東郷分館 毎月第３水曜日 16:00 ～ 16:30
祁答院分館 毎月第２・４水曜日 16:00 ～ 16:30
里分館 毎月第２・３火曜日 16:00 ～ 16:30
上甑分館 毎月第３火曜日　 10:30 ～ 11:30

＊参加料は無料です。 

呼んでみただけ
安東 みきえ　著

（新潮社）

プラハの
シュタイナー学校

増田 幸弘　著
（白水社）

こぶたのブルトン
はるは��おはなみ
中川 ひろたか　作
市居 みか　絵

（アリス館）

一 般 書

今月は　　

樋脇分館からの

おすすめ !!

　家族と過ごす日常、人生の特
別な時間の一瞬のきらめき…。
大切な時間を共に過ごす家族の
７つの｢おはなし｣が入った優し
い物語。

　日本の学校から、教科書もテ
ストもないチェコのプラハの公立
シュタイナー学校に編入した兄弟
の戸惑いと成長ぶりを克明に描
く。

　こぶたのブルトンと、
愉快な仲間たちが、たか
さきやまへ花見に出掛
けて…。さあ、楽しいお
花見の始まり始まり。

2011. ３.10　広報さつませんだい⓯

児 童 書

くまのバルデマール
クヌート・ファルバッケン　作

秋草 愛　絵
枇谷 玲子　訳
（文研出版）

　バルデマールは、ちょっと生意気で甘
えん坊のくまのぬいぐるみ。持ち主の女
の子ミッラは、母親のようになだめたり
…。ノルウェーの愛らしいくまの物語。

　

皆
さ
ん
は
、
図
書
館
樋
脇
分
館
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
市
比
野
温
泉
入
口
か
ら
約
３
０
０
ｍ

ほ
ど
離
れ
た
樋
脇
郷
土
館
内
に
あ
り
ま
す
。
駐
車

場
が
広
く
、
ま
た
民
話
で
有
名
な
丸
山
も
望
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
は
、
来
館
者
を
ゆ
っ
た
り
と
し

た
気
持
ち
に
さ
せ
、
郷
土

館
入
口
の
赤
く
て
丸
い
か

わ
い
い
ポ
ス
ト
が
皆
さ
ま

を
お
出
迎
え
し
ま
す
。

　

樋
脇
分
館
に
は
約
１
万
６
千
冊
の
本
が
あ
り
、

中
に
は
樋
脇
分
館
に
し
か
所
蔵
し
て
い
な
い
本
も

数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
発
足
か
ら
15
年
に
な

る
育
児
親
子
読
書
会
や
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
幼
稚
園
や
小
学
校

を
訪
問
し
、
地
元
民
話
の
読
み
聞
か
せ
や
人
形
劇

な
ど
を
行
い
読
書
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
体
の
疲
れ
を
温
泉
で
と
っ
た
後
に
樋
脇

分
館
に
立
ち
寄
り
、
読
書
で
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

毎
月 日は

子どもと一緒に
読書の日

樋
脇
分
館
の
ス
タ
ッ
フ
に

聞
き
ま
し
たスタッフの

有馬さん
スタッフの

押川さん

図書館ボランティア
｢あおぞら｣の

下小鶴さん

　

図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
な
ど
の
変

更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
図
書
館
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
変
更
の
際

に
は
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
お
よ
び
現

住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
各
図
書
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図
書
館
か
ら
の
お
願
い




